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新作八丁堀組屋敷図　嘉永6年　資料

地図類　　△三三．券図　　旧幕（国会図書館蔵旧幕関係）

元・禄年　中
170Str・・16（推）

延享1年（1744）

．延享1年（1744），

延享1年（1744）

延享1年（1744）

宝暦13年（1763）

文化5年（1808）

文化5年（1808）

文化頃（推）
’文－化’5贋（1808）’d

文化6年（1809）

弘化2年（1845）

嘉永3年（1850）

嘉永6年（1853）

嘉永7年（1854）・

文久・2年（1862）

文久3年（1863）

安政2年（1855＞

明治11年（1878）

’明治19年（1886）

明治20年頃く1887）

明治20年（1887）

大正1年（1912）・

大正14年頃（1925）

大正15・r“昭和3年’

約1：700

約1：150

約1：150

約1：150

約1；150

約1：150
約1：1500’

約1：500・

約・1：500

約1：900・
“約1：・50σ・一

組1ご670
約、r：1800

約1＝150
約1：3900

糸勺　1：　1800

約1：1800

一約1：2000

約1：150
　1：　2400

　1：　5000

　・1：．．　600

　1：　5000

約1’：1000

　1’：　6QO，

　1：　1200

　茅場町組屋敷図（安政書写）　　　　　旧幕

△与力同心大縄屋敷図2枚　　　’．　旧幕

，△岡崎町1絵図2枚　　　 旧幕719－20・

△八丁堀絡町外回絵図　1・旧幕
’△幸町永沢町日比谷町永嶋町松屋町絵図　旧幕’819T171

△本八丁堀一町目より五丁目に至る絵図　旧幕81g－143

　八丁堀組屋敷上水絵図　　　　　　’　旧幕．
、’

ﾃ御組屋敷絵図　　　’．　　，＿．旧幕・819－77　，

　竹島町外絵図　　’　　　　，　．　』旧幕819－119

　八丁堀辺．　ttt　　　』♂　　　．　旧幕819－1－25　「、
『’ I＼昏眠騨図’　’L　”　．’．『・．『二－・」日幕8・9－9・［‘’　’”ご『

卸恥禰大縄騨絵図・’＝・旧幕『
　楓川鎧之渡古跡考図、、講談社四刻

　八丁堀鉄砲洲岸冥加地絵図　，　　　　旧幕　　　　・・

　平野屋版江戸切絵図、都立中央図書館蔵

，本八丁堀辺之絵図、近面戸、東京堂複刻

　出す堀細見絵図、尾張屋、東京堂複刻・

　八丁堀霊岸島目本橋南山絵図、尾張屋、東京堂四刻

　く丁堀続高輪南町代地絵図　　　　　　旧幕・

　改正東京全図、目本橋区京橋区、西川光通，

　内務省東京五千分之一マ

　明治期公図、都財務局用地課、境界確定密蔵

　陸軍省東京五千分之一

　東京市区調査会地籍地図1三井文庫蔵

　震災前後図（仮称）八丁堀方面2枚　都財務局用地課境界確定三蔵

　東京‡地区画整理換地位置決定番地図　三省図書館蔵㌦

、文

安政3年（1856）一

明治6年（鰺73）

明治6年（1873）

明治9年（1876）

嘉永2年．（f849）

嘉永7年（1854）

書類
・町奉行午力同心前録　2冊

　南北姓名帳』　　　　5冊

与力同心掛名前

年番取扱へ

‘．七十冊物類集　　t一．　．一一n．．

出向地面取調書　23冊

旧幕802－53

旧幕809－52’

旧幕810－2

旧幕810－39

一旧幕810－21

　　　　　　　　　国立公文書館蔵151－246
『東京府四面、．昭和34年東京都翻刻

東京地主細見、『三井文庫蔵

地車名鑑　．　．三井］51庫蔵

町鑑・　都立中央図書館蔵

御用金上納者　東京市浦稿市街篇43収録



、参考書誌研究・第22号G981・6）

新作’「八丁堀組屋敷図・1600分の．1

嘉永6年」解説

中　杜静夫
　　　　　　　　　　　　　　目　　’次’　　　　　　　　　，
『本　図．　新作「八丁堀組屋敷図　1600分の1　嘉永6年」

　　　　　（裏面　資料デ覧）、

まえがき　　　　　「　　　　　　　　　・．　，　　㌦、

1・図の時代選定、　　　　、　　　　、　　　　　　　　　　　’二
■　位置など　（図①　案内図幽①一1江戸6i）町人住居地主要部たる下町と

　　　　　　　、八丁堀組屋敷の位置図）
1皿　i変遷　　’　（図②　八丁堀組屋敷の変遷図〉

艦灘甲〈叩ノ噸響図文政5年鮪敗北組三脚
VI土地種別　　（図④　八丁堀組屋敷図　享保7年一幕末

　　　　　　　図⑤　尾張屋板　文久3年「八丁堀霊岸島日本橋南之絵図」

　　　　　　　の一部〉

xI［与力・同心の人間像（補助図①、嘉永6年八丁堀組屋敷内西北部、

　　　　　　　与力，滅亡の年齢　勤年数　収入　分掌関係図。’裏面　分掌

　　　　　　　関係解説と資料）

田与力の住居（補助図②嘉永6年八丁堀組屋敷内西北部与力，同
　　　　　　　心住居関係想定図。裏面　資料）
・D（　同心の住居（図⑥・八丁堀組屋敷’亀島町　天保9年火災図

　　　　　　　図⑦，同心拝領町屋敷岡崎町関係二分類i　嘉永6，．7年

　　　　　　　図⑧　嘉永元年　八回忌組屋敷内’地蔵橋南　亀島町同心高』

　　　　　　　部安次郎拝領町屋敷　約74坪　貸長屋明細図
　　　　　　　図⑨　同心の変則的住居関係図　；嘉永6，7ii年頃　　　’，

　　　　　　　図⑩　八丁堀組屋敷内土地種別図）　引　　　　、　・　　㌧

X　拝領町屋敷内の町人　　　　　　1　　　　　’、

XI戸数関係（図⑪　明治5年八丁堀辺戸数三冠ノー一一‘；其ノ土

　　　　　　　図⑫明治5年東京下町主要部住居戸数割合の高い地域）
湿　明治以降の変貌（図⑬　八丁堀緯屋敷対照用現在図），

ま　え　がき

　、今から3年二二，国立国会図書館地図室

の由中藤吉郎氏の御案内で，同図書館所蔵

．の旧幕府からの引継地図類（「旧幕地図類」

，と略称さ乳ている）約7do点の閲覧の便宜

を与えられた。

　その頃，本誌編集担当であった朝倉治彦

氏は筆者の右閲覧につV．Nて知っておられ，

この閲覧からの成果について寄稿を求めら

れたが，すぐお応えすることもなく失礼し，

噌
⊥
．

ズ
rV一：t



〉

、ていた。・

筆者回して回覧からの湿る印象感

想文的なものを書くことを避けたい気持も

あり，別な執筆内容の構想をねり，これに

必要な旧幕地図類などを再度閲覧し1ここ

tlc一一一応まとまったものが出来上った。

　その内容1ま旧幕地図類1旧幕文書類を充

分に利用したうえに出来上った「新作八丁

堀組屋敷図　1，　600分のゴ嘉永6年」と

その解説文である。

　江戸市政の実務に携さわっていた南・北

両奉行配下Q町与力・町同心は当時の司法

官，行政官，警察官であり，今でも小説や

映画．・テレビにその活躍が紹介されている

が，その彼等の住んでV）たところが八丁堀

組屋敷である。従って，彼等は「八丁堀与

力・同心」ともいわれたのである。

　しかし，・彼等の職務上の活躍は華々しく

紹介されているものの，これとは対照的

に，彼等の住居の実態はほとんど紹介され

て’｢ない。

　そこで，彼等の住んでいた八丁堀組屋敷

とはどんなとζろであ6たか，彼等の住居

の規模や形態はどんなであったか，1などを

地図を軸に追求したのが本稿であ為。

1図の時代選定

・が文化・文政程でなくとも，安定を保って

いた時代として，江戸時代中の代表的時代

’の一つとして見直されている。因に，貨幣

価値の点よりみると，嘉永の次の安政
　（1854～6Q）の時代になると強いインフレ

時代に突入するのである。

L（2）資料的にみると，嘉永は地図類も文

書類も比較的豊富な時代である。

　（3）・八丁堀組屋敷のかたち（面積・範

囲〉は時代によって牽化したが，嘉永頃の

八丁堀組屋敷のかたちが最も長期間（170

年間）存続していた6従って，この時の八

丁堀組屋敷のかたちはいくつか存在したも

ののうち代表的なかたちである。

　そこで，本稿も本図の時代，嘉永頃（1849

～55）を中心に記述するので，特にことわ，

りのない時はこの頃の記述と御承知いただ

きたい。

II位置など

　「新作八丁堀組屋敷図1，600

分め1　嘉永6年」（以下，本

図と略称）の時代的背景とし

て嘉永年代を選定したが，’ ｻ
の理由を列記してみよ56

　（1）一般的に江戸時代270’

．年間のうち，文化・文政（1804

ry30）・が最も代表的時代とみ1

なされている。しかし，・最近

’では弘化’e嘉永’（1844～54）、

　江戸め中心地日本橋から東南に歩いて10
　　　　　　　　　　　　（注1）
分くちいの所に，通称八丁堀辺（北八丁’

堀，本八丁堀辺，現在の東京都中央区兜町

1ん3丁目，日本橋茅場町1K・3丁目，八

　案　　内　　図　　　　　、JS］①

占ト離離…購1

2　一一一



　　　　　’　　図①一1
3群薄の町人住網地｝・三部阿る下町（斜線驚紛）と

　　　　　八丁漏話屋：敷のイ立置

丁堀1～4丁目の範囲に該当）といわれて　　　　　埋立てられた）

いた地域があった。　　　　　　　　　　　　　　北側　日本橋川（現在水面上が首都高速

　この地域の範囲を示すと（図①，①一1　　　　　道路となっている）

参照），　　　　　　　　　　　　　　　　　　ということになり，四方を水路で囲まれた

　東側　亀島川（霊岸島川）　　　　　　　　　地域である。面積約37万m2（約11万3，000

　西側　楓川（紅葉川・現在首都高速道路　　　坪），江戸全域の約1％にしか該当しない

　　となっている）　　　　　　　　　　　　　小面積であったが，他地域にみられない特

　南側　八丁堀（桜川・現在一部を残して　　　徴をもっていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一3　一一



　八丁堀辺は江戸全域の町人，絢50万人に

関する市政（司法・行政三権の執行を含一

む）の中心的役割をはたしていた町与力，

町同心（以下・与力・同心，ζ略記）の住ん

でいたどころと．レて有名であった。・

　この与力，同心の住んでいたのは八丁堀

辺のうちでも限られた地域で，やや中央部

にあり，面積的には八丁堀辺の約36％（約4

万坪）を占めており，正式には「町与力，tt
　　　　　　　（注2）
町同心拝領大縄屋敷」といったが，一般に

は「八丁堀組屋敷」「町回組屋敷」「吋三

組」などといった。以下，正式名称は長く

なるので1「八丁堀組屋敷」（準正式名称で

もあったようだ）・の名称を本稿では採用し

た。

　八丁堀組屋敷め位置（現在の東京都中央

区目本橋茅場町1丁目約南半分，伺2丁’

目，同3丁目，，八丁堀1－P「目6～9番，同

2’囑ﾚ10～19番，’、同3丁目12～16，18，19

番の範囲た該当）は図①一1を参照すれぽ

理解出来るように∴南町奉行所，．『北町奉行

所より徒歩10～15分る至便なところにあっ．

たぼかりでなく，江戸の町人住居地主要部

たる細長い下町に対し，．tその中央東部分に

密着し，下町全体を掌握しやすいところに／t

もあった。

　なお，八丁堀組屋敷の範囲は本図㊧範囲

㌧であるが，その範囲に特別な塀などの囲が

，あったものではない。

　　・注

　　　1通称八丁堀辺。「八丁堀はもとをただす

　　　．と，京橋の東に章永年間（1624ん44）に開

　　　削された東西八丁（約800m）」の堀に付し

■　　　た名である。この堀p南側が地域名として

　　　　の南八丁堀であり．，北側が堆域名としての

　　　北く丁堀である。北八†堀には町名として

　　　本八丁堀があるし，さらに八丁堀組屋敷も

　　　　あったため，地域としては南八寸壌より北

　　　　八丁堀の方が有名になってしまったよづ

’で，地域名として通称八丁二三というと北

　八丁堀をさしていた如くである。r回向地

　－面取調書』の記録をみると，幽現在の兜町1

　丁目の株式取引所のところにあった大名屋

　敷・牧野河内守（常陸笠間）上屋敷も北八

　丁堀にあったことになっているので，南茅

場町も輔で馳域名・『灯堀辺に含め

　た。なお，地域としての南八丁堀に広義の

　八丁堀辺に含めるべきかも知れぬが，本稿

　では省略して扱った。

2　大縄屋敷：。江戸における武家地の大半は、

　大名や旗本の各人が個個に土地を拝領して

　．いたものであるカ1，例外的に御家人のよう

　な下級武士はその組織，集団で土地を一括

　拝領していた。これらr括拝領していた土

　地が大門地，大町屋敷である。大縄の「大」

　はおおよそ，「縄」は測量時の長さを計る

　「縄」を意味しているといわれ，大ざっぱ

　な土地測量による土地の給付ということに

　なる。
L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

KI変 遷

』八丁堀組屋敷は明暦の大火（1657）前に

小規模のものがあったようだが，図上では

っ、ぎり，その位置・範囲を知ることの出来

るようになるの明暦大火後である。その後

の江戸の発展とともに八丁堀組屋敷も．ま『

た，幽面積的にも位置的にも，変遷があった。・

　この変遷を解りやすくするために，図②

を参照されたいσ図②は八丁堀迦における．

八丁堀組屋敷の時代の異ったa，b，　cの3

図から構成されているが，各図のかたちの

変化と存続期間に注目されたい。

　a図の存続期間　　　　　約　30年間

　b図の存続期間　　』　．約’2S年間

，c図の存野間　　組50輔畳
ということになりtec図にある八丁堀組屋

敷のかたちが最も新しいかたちであるばか

りでなく，最も長期間存続したかたちとし

てp・重要視さるべきものである。従っ℃，

本図を作成する際にも・，「c図の八丁堀組屋

敷のカ≦たちが採用されている。

一　4

t



＞
5

鵬

・
、
②
繍
」

●
　
り
　
“

r
論
忌
三

道
嘩

ア

鐸
・
鐵
㈱

地
颪
禍

与
力
　
懸

八丁即吟盈敷の変遷図

古沢

?
烽
ﾎ
前
門
堀
組
聴
唖

＝一一＝　＝一i＞

寛文（し6‘ζ頃）’

廷‘宝さ（1　’G　tTワ頃）㌻棄

＼
北
■

　エ

趨・

⇒

’三孝象jo奪（t6Rワ）

o　loo　z’ao，M

一・

ズ

e

図
②

除
地

　三三磁

様蝉馨

享保斡へ）藩柔
（．M　2Z）　’ ii96g＞
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　　：二三聯四三）

　　　　　・IV　地割と分配’

　皿章で述べたように，八丁堀組屋敷は広

い大縄屋敷（嘉永時，約4方坪）で，与

力・同心がグループとして，幕府）b｛ら一括’

拝領していt・±地である・この⊥括拝領．し

ていた八丁堀組屋敷内の1土地の地割（分

割）乏分配はやはり与力・同心に任せられ

ていたが，’ ｻの状況を説明したい。

’まず，地割にりいて述べると，図②を参一

照されればおかるが，八丁堀組屋敷内は与

力拝領地と同心拝領地に二大別されてい

て，図②cの享保7年（1722）』以降，そみ

面積上の割合は大体半々である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　5

　嘉永頃・与力拝領地は与力50人分に，同

心拝領地は同心200人分に細分化の地割が

行われていたのであるが，そめ状況は図③

『八丁堀組屋敷図文政5年頃南組織三三地

・割』を参照されたい。

　与力拝領地の地割を先に観察してみよ

う。図③の北部（上部）． �ﾝると、与力

原，佐久間，中田（408坪）の拝領地が見

出せるが，・これら与力は拝領地がiケ所で

ある。しかし、中田（408坪）の下に与力，

仁杉ともう人め中甲（241坪）が見出せる

が，この2人は別なところに旧地（たしち

E＝ 黷ﾂけ加えられた土地）を拝領している。’

つまり、，この2人は拝領地が1ケ所でなか1

bたのである。　　　　　　　　　　　tt
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　右のような状況は与力拝領地が50人分に

地割される時，必ずしも均等に50ケ所に地

割されたのでなく，約70ケ所に複雑に地割

されていたことの一端を物語っている。

　同心拝領地の地割を観察すると，与力拝〆

領地とほぼ同面積のこ．の同心拝領地が，与

力の数の4倍，即ち200人の多人数分に地

割されたので，同心拝領地個々の面積は当

然細かくなっていた。そして個々の地面の

型は短冊型になっていた。（例えば間p5

間，，奥行20問）同心拝領地は2QO人で約215’

ケ所に地割されていたから，そめ地割は与

力拝領地程複雑なものではない。

’地域的には地割の古さをみると，八丁堀

組屋敷を南北た走っていた地蔵橋通り（幹

線道路）以西の地域と，組屋敷北部の代官

屋敷の通り以北の地域ゐ地割は，ほルの一

部を除き，古くからの地剤で，、その古さに

元禄以前，明暦大火（1657）頃からのもの

と考えられ，幕末まで200年以上も変化な

『く存続したと推定される。

　次に土地の分配について述べる。地割の

ところで，’何人かの与力・．同心が拝領地を

複数の場所でもつなど，ある種の分配のこ

とに触れたが，ここでは別の面からの土地

の分配について触れてみたい。

　与力・同心は南町奉行配下の南組与力・

同心と，北町奉行配下の北組与力・同心に

大別されてV〈た。従bて，’八丁堀組屋敷内

ゐ土地もまた南組としての与力・同心と，

北面としての与力・同心とに分配されてい

た。・

　ここで，再度図③を参照されたいdこの・

図をみると，その南組・両為別分配状況が

よく理解出来る。

　特徴らしきものを述べると，

（1）南面与力・同心は八丁堀組屋激内，

中部西側，および北部に拝領地を多くもっ

ていた。

一②　一方，北面与力・同心ぽ東部と中部

＊りやや南にかけて拝領地を多くもってい

た。

　㈲　南北三組同心ば南部に入り乱れて拝

領地をもっていた。．

というζとカミいえる。

　なお，この分配状況は文化5年（1808）r・…

一幕末（1868）問，大体変化しなかったが，

文化5年以前の分配状況は不明である。

　次に，補足的に分配に関連して，・同心の

数の問題に簡単に触れてみたい。

　嘉永頃のr武鑑』をみると，南町奉行支

配の同心数120人，北町奉行支配の同心数

120人となっていて，同心数は合計240人と

いうことになる。　　　　　・

　一方，本稿では本章冒頭部分で，「同心拝

領地は200人分に地割がなされて（・たと述

べtc。従って『武鐸』の240人に対し・40

人少い計算である。

　この理由は下記の通りである。同心は親

子で勤めをする場合が少くなかった。40人

・は親の同心めところに同居してvlたその子

弟達である。つまり，240人の同心ほ2QO三

分に地割された拝領地に住んでいたのであ

る。

　当時の制度では，この40人の子弟は御増

人ということになっていて、普通の同心が

30俵2人扶持なのに、20俵2人扶痔で、収

入が少なか6たd

V面積関係

　八丁堀組屋敷の大体の面積は，筆者の図

上測定による・と約4万坪そある。ただし，

この測定には道路面，．三三などが含まれて

7



bるから，結果は粗い数字である。一方，層

道路面，凹・入堀などを除外して計算したと考

え．られる『諸向地面取調書』（安政3年1

（1856）　国立公文書館蔵）によると，

32，749坪となっていて，その内訳は

　ユ5，448坪（47％）　与力拝領地

　17，302坪（53％）　同心拝領地

となっている。

　さらに，上記資料から，八丁堀組屋敷面

積の内容をわかりやすく南組。北緯別Q表〕

にすると，下記のようになる。’．　k

．与力関係（指数碧南組北組の比較）

拝領地南北両組‘
各25人分総面積’

南　組

北組

8，・551坪

｝旨数（100）

6，899坪
　　（80）

拝領地1人当
り平均面積

342坪
　（100）　’

275坪
　（80）

同心関係，

拝領地南北両組各
100人分総面積

南　灘

北　組・

9，382坪
手套数（100）

7，919坪一
　　（84）

拝領地1人当
り平均面積’f’

94坪弱・
　（100），

79坪強
　　（84），

与力臨調関してい斌醐与力ほ
『北組与力に比し1約20％広い屋敷を拝領し

ていたことがこの表からわかる。，

　さらに，図③および本図から，南北両三『

与力の高屋敷：を面積本位で全般的にみて

も，北組与力の屋敷：は南組与力屋敷に比

し，見劣りしているσどうしてがかる差が

生じたか，今後の研究課題であろう。

　次に同心拝領地の比較さあるが，上の表

　によれば，三組同心1人平均拝領地は94坪

　弱なのに，：三組同心1人平均拝領地は79坪

　強となっていて，南組同心は三組向心k比

　し，約16％広い土地を拝領したことになつ

　ている。

　　ところが，同心の場合，与力の場合と異

　なり」この表だけからの単純な観察だけで

　．は不充分である。

　　では，観察を別の角度からしてみよう。’

　本図の中央右の「注」，を見ていただきた

　いbその「注」には「河岸地は三拝領地

　で，公儀の土地であるが，をの利用権は西
　　　　　　　　　　　　　　　（注1）
　．側（左側〉の拝領地に付属していた」とあ『

　る？？まり・・この河岸地西側の北緯拝領地、

　，は34ケ所南り，これら34　O．拝領地は各平均

　74坪であ為のに，別に河岸地各平均約30坪

　ずつの利用権を特に付されていたのであ

　る。『

　　　　　　　　　　　　　（注2）
　　従って，右事情を勘案すると，’北組同心

　拝領地は1人当り約5坪増加し：たととにな

　り，結果として，北組同心拝領地は1人当

　り平均約79坪であったもめが，実質的には

　約84坪（指数90）であったとみなされる。・

　　同心拝領地は南組同心が1人平均94坪
　で㌢北組向心が1入平均約84坪とすると，

K南北両組同心全員の1．人当り平均拝領地は

　約90坪となる。

　　なお・同心は1人当りユ00坪の拝領地を

　もらっていたということが今迄の定説であ’

　つたが，筆者の計算では右のように約90坪

　とiなる。：　　　　　　　　　’！

　　ではs一こ．の差の出た大きな原因は何かと

　いうと地域差の問題である。八丁堀組屋Wt　’

聯の幹線道路たる地蔵婦以西の地域は前

章でも述べたよ5に古い地割の地域であ

　る。ζの地域の同心の二二領地は正，しく

　100坪である。’

　　しかし，地蔵橋通り以東の，つまり八丁

8
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堀組屋敷としては新しく追加された地域の

同心の三拝領地は約74坪めものが多い。

（図③参照）

　この結果，同心拝領地の1人平均の坪数

は100坪を下廻ったものとなった。

　注

　1　河岸地　資料は国立国会図書館蔵『旧幕

　　府引継書』（810函L32）「組屋敷」

　2　30坪の河岸地の利用権は地代の支払を伴

　　うものであったので，拝領地なみの所有状

　　態に換算して約1’5坪とした。三組同心の34・

　　人がこめ拝領地なみの15坪を所有したとし

　　て，・15坪を34で乗じた河岸地の総面積は

　　510坪4みTなされ，これを北組同心全員100

　　名で除すと，約5坪となる。

　vVI『 y地種別

　要するに，町奉行管轄の町行政上からみ

た同心拝領町屋敷は一応全域が町回と・され

ていたが，しかし，土地種別上からみた同

心拝領町屋敷の実態は町人の住む下地と，

武家たる同心の住む武家地との併存地であ

った。

　同心拝領町屋敷が，この併存地であった

ことは，江戸期の何枚かの地図に表現され

ている。そのうち，代表的なもの2枚を紹

介しよう。

　文久2年（1862）．約1：1，800

・見絵図　尾張屋板

　文久3年（1863）　約1：2，000

岸島日本橋南之絵図　尾張屋板

八丁堀細

八丁堀霊

　八丁堀組屋敷内を2画すると，与力拝領

地と同心拝領地とになるζとは図②で明示

したし，、「rIV　地割と分割」のところでも

述べた。

　それなら，この2つの拝領地を土地の種

別で分けたらどうなるか。’，

　与力拝領地は拝領屋敷と文書（r諸向地

面取調書』）に出てくるし，江戸期のどの』

地図をみても，’ 翠ﾆ地に色分けされている
　　　　　　　　　　　　　　　　’Kので，間違いなく武家地である。

　一方，同心拝領地の土地種別上の解釈は

若干複雑である。同心拝領地は拝領町屋敷：

と文書（「諸事地面取調書ゴ〈国立国会図書

館蔵・r年番取扱』6分冊2＞）に出てくる

・t ｵ・そこは町名が付けられ，名主に支配さ

れていた。具体的にいえば，北島町，亀島

町，』岡崎町であり，北島町，亀島町の支配

名主は7番組神谷甚七で，岡崎町の支配名

主は7番組岡崎十蔵である。また当然のこ

とながら，そこには大勢の町人が住んでい

たが，しかし，武家たる同心もまた住んで

いたのである。（図④参照）

　特に，後々の図の一部を図⑤として転載

してあるので，具体的に，この部分の表現

’につき説明したい。’なお，図⑤の位置ば八

丁堀組屋敷中の南部で，同心拝領町屋敷，，

岡崎町の一部’（；ある。（位置関係　図④参

照）

　この図⑤の同心拝領町屋敷部分の表現を

みると，太い道（大通り，片与力町の文字

』あり）に面した部分は薄墨色で，旧地とし

て表現され，岡崎町の町名が付されてい

一一　10　一



る。一方；細い道路に面した中央部分は無

彩（白色〉で，武家地（同心居住地）とし
　　　　　　　　　（注）
て表現され，町御組屋敷の文字が付されて

いる。

　なお，薄墨色は町地で，無彩は武家地で

あるとbう表現は図⑤の原図の凡例をみる

までもなく，江戸時代の図の全般的表現方

法であるから，この図⑤は同心拝領町屋敷

が町地と武家地の併存地であることを明示

しているといえる6、

　注町御組屋敷この場合の町回組屋敷め意

　　味は住居関係からみて，町人非居住地であ

　　る実質的な狭義の三門組屋敷のヒとで，拝

　　領地関係からみた名目的な広義の町三組屋

　　敷のことではないと解したい。

VH　与力・同心の人間像

　さて，今迄の記述は八丁堀組屋敷の「土

地」を主体に説明をしてきたが，ここでは

八丁堀組屋敷の「人」を主体に説明をした．

い。

　つまり，与力：同心の住居がどんなであ

らたかどいう主な目的に入る前に，少し横

道にそれるようであるが，八丁堀組屋敷の

主人公たる与力．・’同心各人の人間像に親し

んでいただくために・特にこの章を設け

た。

　・では，律等の年齢，勤年数，収入，分掌

・関係はどんなものであったか。

　この説明をするために，特に補助図①

『嘉永6年．八丁堀組屋敷内西北部与力・

同心の年齢，勤年数，収入，』分掌関係図』

を作成したので参照されたい。

　この図は残念ながら’）八丁堀組屋敷の一

部（約20％弱）の地域に関するものであ

る。裏面の解説ととi．もによくみていただく

と，彼等の人間像も，拝領地と結びつい

て，親しいものとなる。

　さらに，本図と補助図①とを，互に対照

しながら読函されれば，両面に対する読者

の理解も深まる。

．次に，補助図①に関連して，補足的説明

をすると，三図凡例にもあるように、図面

で，人名が括弧で囲われている同心は，そ

ζ炉自分の拝領町屋敷でありながら，そこ

には住まなかった，やや変則的住居方法を

していた者たちである。こ．のピとについて

・は後の章rlx　同心の住居」で述べる。

VIII与力の住居’

　本図をみていただきたい。全般的に与力

は自分の拝領屋敷内を誰かに貸していて

（点線仕切り区域），その数は2～3軒か

ら，多いもめは4～5軒に貸している例も

見出せる。

　では，その貸していた相手は誰か。八丁

堀七不思議の1つに幽「儒者，医者，犬の

糞」というのがある。’これは八丁堀辺に，

儒者や医者が他地域に比較して多』ぐいたと

いうことである。実はこの儒者，医者や同

心，．検校1勾当，手跡指南（書道），画師な

どが相手であった。、

　具体的に資料を紹介しよう。国立国会図

書館蔵『旧幕府引継書』（810函）「70冊物

類集」Sのうち，・嘉永7．年7月1日の記録’

に，

（地借人とその職業）　　　（地貸人与力）

小松原担蔵　浪人儒者　　　東条八太夫’

伊藤竹次郎　浪人手跡指南　原善右衛門

高橋金五郎　浪人手跡指南　由比義三郎

藤堂凌雲　　浪人画師　　　中田孫三郎

とある。

貸していた相手の職業は武家地にふさわ
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しい者たちであっ・たし，この記録にも相手

が「剣三三三等之業体の者」μと記されてい’

　る。

　さて，前の工v　面積関係」のところで

述べたように，1南組与力拝領屋敷は1人平

均・342坪で，北組与力拝領屋敷は1人平均

275坪であったが，南北二二与力拝領屋敷

を平均すると1人当り308坪で，約300坪と

短・うことになるq

　それでは，こφ与力拝領屋敷：300坪のう

ちヂ百出くらいを貸し，差引何坪くらいが

実質的与力の屋敷，即ち住居部分であっだ

のであろうかb

＼右の問に答えられる’資料がなかなかな

．い。ととろが，偶然，三井文庫で与力仁杉

へ右衛門（八丁堀組屋敷西北部に住む）の
　　（注）
屋敷図らしきものを見つけた。補助図②中

の「与力仁杉拝領屋敷内訳」を参照された

，い。／

　こφ図などから，仁杉の屋敷：規模を想定

すると・，拝領騨287坪中・115坪を4軒でこ

・貸したので，．実質的屋敷面積は172坪であ

・つた。屋敷内建坪は約90坪で，2階部分も．

入れた延坪となると，100坪を超えている。，

　なお，この想定した約300坪の仁杉め屋

敷『）規模・形態はマ殻与力屋敷の規模・形

態の例外的なものではないと思うのであ

、る。

　1だだし，仁杉の拝領屋敷は外に足地があ

り，合計すると拝領地は約、380坪であり，

’平均より多いが，住んでいた部分ゐ拝領屋

敷は約300坪であるから，この屋敷だけに

限定した規棟φ方が搬与力騨のモデ・レ

ゲースになり得るものであるQノ

　潅　屋敷図．この図名は「八丁堀非島町平面

　　図」というもので，仁杉の名はないが土地
　　　　　　へ　　めかたち，建物入口位置，建物全般から，

　　仁杉の屋敷図ではないかと思うのである。

　　’図の時代は朋治6年頃と推定され縮尺は

』約75分の1である。なお明治6年のr東京

地主細見』（三井文庫蔵）では旧仁杉八右

・衛門の土地，北島町1丁目44番地は，士族

仁杉英め所有である。

IX　同心の住居

　　rVI土地種別」で述べたように，同心
の禰曜敷業人の住む町地と識家で

ある同心の住む武家地との併存地であった

が、それではその併存の状況はどんなであ

ちたか。本章ではこのことを具体的同心の

　ゴ・住居とどもに追求してみる』．

　まず，．1つの資料を紹介したい。国立国

会図書館蔵r年番取扱』6分冊2，天保、9

年忌1838）11月の記事に，

　「11月9日暁，労組屋敷内より出火，居

宅井に貸長屋類焼致候名前〔AB印，筆者〕

B貸長屋残らず類焼．　　田辺平左衛門

　　　’．・　＿’・1　（此方御用人地内住居）．

A居宅貸長屋忌地昏睡共残らず類焼

　　　　　　　　　　　　桜井八十右衛門

A居宅貸母屋共残らず類焼　　吉野勝†郎

A居宅貸長屋燃残らず類焼　　早川斧一郎

8貸長屋残らず類焼　　’　　金田惣太夫

　　　　　　　（此方御三与力旧地住居）

A足地貸長屋類焼　　　　’村田喜惣次

：B貸長屋三軒類焼　　　　　　尾上惣一郎

　　　（此方与力　島佐太郎地面内住居〉

．A居宅貸長屋六軒類焼　残り有

　　　　　　　　　　　　　　高部左太夫

A居宅貸長屋二軒類焼　残り有．高部長蔵

A居宅貸長屋三軒類焼　残り有

　　　　　　　　　　　　　内藤清左衛門

B貸長屋拾軒類焼　残「り有　　出口杢太夫

　（此方与力，安藤源左衛門添地内住居）」

とある6（図⑥参照，，位置関係図④参照〉
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嘉永6年八丁堀組屋敷内西北部与力向心の年齢勤年数収入分掌関係三三料，

南北姓名帳（国会図書館蔵　旧幕809r52手書）

．同　　心　　役　　格

年、寄同心層物書向心，添物書同心　若同心〔平同心〕　見　習
（35俵2人扶持）　　（33俵2人扶持）　　（31俵2人扶i持）　　（30俵2人扶持）　　（3両）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三九同心分掌関係解説．

　　　　　　●庶　務　関　係

　　　　　　轍灘撫驚叢叢熱論懇諭懇倉鞍獅　と
　　　　　　赦．帳撰要図：撰二方とに町奉行所で扱っ準事務のうち、必要なものを撰んで記録を編纂し、事ある時、それによって先

　　　　　　　　　　　　　　　　例を調査する。赦丁掛とは徳川家仏事のある時、恩赦が行われるが、その時その取調べに当る。なお、三
一∵－ @…竹｛∵－”‘潜…∵｝鴫一一…｝婁をあ娠鎌継∴「きら泥酷）捌’（芦籍諭あ琵．開脚し淘

　　　　　　用，部　屋．手　附：町奉行酢下の用人に属し、この用人の浮図のもとに刑事断案の調査起稿を掌った。

　　　　　　御　出座御帳・掛：（評定所御出座御帳掛）評定所K老中演出座する日における事件名簿の調製に当った。

　　　　　　南’組　姓、名　掛：南組与力、『同心の人名簿編纂をした。

　　　　　　’定』　　触　　「役：臨時に出役する事件のあるとき、その出役する同心の担当者の鯨当をした。

　　　　　　鉄砲稽古準話役：粗屋敷内にあみ’た鉄砲角場の世話役と考えられ、．砲術の指導をした。

　　　　　　当　　　番　　・・　方：町奉行所（御番所）へ泊番などして、そこの裁判関係の事務的ts．aとを手伝い、時には外部へ使とyて出

　　　　　　　　　　　　　　　　役した。．この掛にたずさわった同心の数は最も多いものと推定されるが、掛りとしてはあまり重要でない

　　　　　　　　　　　　　　　　雑務的なものであ，つたようだ6なお与力数人もこの掛にたずさわった。

　　　　　　●裁判、刑事∫警察関係

　　　　　’野洲一方（詮議方）：民事、刑事の裁判を担当した。与九同心の諸掛中、年番に次ぎ、重要な掛と考えられ、年番が総務的、1

　　　　　　　　　　　　　　　　庶務的なものとすれば、吟味方は町奉行所内で最も実務的代表的な掛と考えらμる。・なおこ彦）掛にむずさ

　　　　　　　　　　　　　　　　わるもの南組で与力7名同心13名ζ多く．　、．一「般行政の掛のrつとセて考えられてV．・た市中取締諸色三三と

　　　　　　　　　　　　　　　　兼掌する者も多か6た。

　　　　　　例　　’繰　　　方：町奉行の指揮を受け、刑律の先例を取調べた。

　　　　　　風　三廻昼夜廻：強風時に放火犯のないよう見廻り、巡視の途中防火桶に水の不足のものあれば、その注意をした。
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廻：町奉行に直属した秘密探偵の役で、大変権威があったといわれている。
廻唱F（定町廻）市中巡廻し、．法令の施行状態め視察、市中風聞の聴取、’犯罪人の逮捕などをした。

廻：（臨時見廻）定廻のような定まった道順を廻らず、臨時に各方面に出かけ、主として犯罪人逮捕に当った。

　　隠密廻、定廻、臨時廻を総称して控三廻り丁という。

廻：諸大名登城、の日など、大手門そのほかの門の下馬所が大変混雑するので、．その取締をした。

廻：大老、老中、、若午寄の弓隠の面会目はそれぞれの門前が混雑するので、その取締をした。’

一噌揶黶E般行政関係㌍7

　市申取締諸色調掛：経済方面や出版・風俗など市中の取締に当った。’この掛りの人数は当番方を除くと、吟味方に次いで多

　　　　　　　　　　　．く、南組で与力5名同心12名であ？た。・従って人数の点よりみれば、一般行政関係中で最も重要な掛であ

　　　　　　　　　　　つたように考えられる。ただしこの掛のメンバーは年番方、吟味方のものが兼掌していた。

　諸問屋組合再興掛，：嘉永4年（1851）諸問屋組合再興に当って、そめ調査をした。

本’ C　所．　　方：（本所見廻）本所、深川の諸般の事務（上水、下水、二二、橋普請、道路見廻）にたずさわった。享保4

　　　　　　　　　　　年（1719）本所奉行所廃止にともない設けられた掛である。

定　　　橋　　　掛：幕府費用で維持する橋の修復や新規掛替に関する事務監督をした。

高　　積『．見　　廻，：防火のため炭薪材木を積んでおく場所（主として河岸）と・そρ高さが制限されていたが、この制限に違

　　　　　　　　　　　反しないまう関係地を見廻った6　　　　　、　　　　’”　．‘
町．火消人足役：（人足役）市中出火の時、町火消の防火活動とその進退を指揮した。

火事場偉引三役：（引纒役）大火で町奉行出馬の時、随行して諸般の仕事をした。

●支配監督関係　　　・．　　　　　　　　　　　　　　、・

養　生　所　見、廻：江戸の西北部の貧乏人雄療所たる小石川養生所の事務監督をした。

牢・屋　　見　　廻：小伝馬町の因獄の事務監督をした。

町　　会　　所，掛：向柳原にあった町会所の事務を勘定奉行関係者と立会で監督した。

猿屋町会所見廻：浅草民屋町にあった札差のための金子貸付機関たる猿屋町会所の事務（勘定奉行関係者が執行）を監督し

　　　　　　　　　　　た。［L

古・銅詰所見廻：蛎横川町飼った古三所（江戸中の四三あ旧き回すとヒろ）の見回乱回し三巴やは
　　　　　　　　　　　わ勘定奉行関係者がして、その監督をしたといわれている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
、人足寄場掛：石川島にあった無宿人たちの職業訓練所たる人足寄場の監督をした。∫

御　肴　青物　掛：将軍家御用として江戸城に納める魚青物の購入についての監督をしだ。

㊧分三三三つ三分郷鳩これを源氏の三三っ魁一r』ニーt　’tt　一．”ttt　．．・．一　　　’
　資料：東京史話（鷹見安土郎）佐久間、江戸町奉行事蹟問答解説く南和男）

’
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嘉永6年八丁堀組屋敷内西北部与力、同心住居関係想定図資料

◎印はなかでも主要な資料

◎文化5～文政5

　弘化2

◎嘉永7

◎文久2

◎明冶6頃（推）

　明冶11

　明冶19

◎明治20

　明治20頃

　大正1

◎大正14頃

　大正15～昭和3

　嘉永6

ノ

約1　500

約11800
約11800
約11800
約1　80
　1　2400

　1　5000

　1　5000

　1　600

約11000
　1　600

　1　1200

古御組屋敷：絵図（国会図書館蔵、旧幕）手書

楓川鎧三二古跡考図（講談社複三三）

本八’丁堀辺之絵図　近吾堂（東京堂複心有）

八町堀細見絵図　　尾張屋（　　〃　　）

八丁堀北島町通平面図（三井文庫蔵、追1328－12）手書〔与力仁杉屋敷想定図〕

改正東京全図　日本橋区京橋丁丁川光通

内務省東京五千分之一地図

陸軍省東京五千分之一地図

明治藤織図（都財務局用地課境界確定係蔵）手書

東京市区調査会地籍地図（三三図書館、三井文庫蔵）

震災前後図（仮称）（都財務局用地課境界確定三蔵）

東京土地区画整理換地位置決定番地図（三三図書館蔵）

南北姓名帳（国会図書館蔵、旧幕809－54）手書

追記（本文18頁） 与力　谷村猪十郎屋敷：図
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時　　代天保8年忌1873）3月
位　　　置　八丁堀組屋敷西北部　図③参照

屋敷内訳　拝領屋敷面積　　320坪

　　　・　　実質的屋敷　約165坪

　　　　　（内、建　晶出75坪）

　　　　　貸　　　地回137坪
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．火災は本図中央右部分，三組同

心拝領町屋敷：，亀島町で起きた

もので，推定焼失面積約600坪，

この火災たより被害を受けた北

組同心は11人であった。

　由二品左衛門は約74坪の拝傾

町屋敷が亀島町にあったカ㍉そ

こに住居がなかった。．彼はそこ

に貸長屋を建て，町人に貸して

’いたところ，そめ貸長屋全部を、

焼失してしまった。そして，彼

の住居は別な地，，身力拝領地の

方にあったのでi住居の方は無

事であ？た。
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　桜井八十右衛門は約80

無の拝領町屋敷がやはり，

亀島町にあったが，その’

拝領町屋敷は2ケ所（主

部と足掻）にまたがって

いた。彼の住居は拝領地

主部にあり，拝領地主部

の住居以外の余地と，足，

地の方に貸長屋を建て，，

　これらを町人に貸してい

た。そして，’住居も主部

・と足坤にあρた貸長屋も

　と電に焼失してしまっ

た6・・

　　これら火災被害者同心

者は全部で11人であ？た

．）bS，　・こg）11人前住居関係・

から自分め拝領町屋敷に

住んでいなかった田辺の’

．ような同心（B型）・と，

　自分の拝領町屋敷に住ん

でいた同心（A型）とに

　2分類出来る。さらに，
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この11人をB型A型別の割合でみると，

　B型　4人’27．3％

　A型7人72．7％
と’V　）うこ1とになる。

　同心拝領地200人分の同心拝領町屋敷全

般をみて’ 焉C’

　B可約60人約30％
　A，型　約ユ40人，約70％である。（図⑦，

本図参照）’

　それではB三略心の各拝領町屋敷の具体

的形態はどんなであったか。

　右の闘に答えられるよい資料として図⑧

、があるので参照されたい。約60人いたB型

同心の各拝領町屋敷の形態ぽ図⑧にみるよ

うな貸長屋を主体としたものが大半℃あっ

た。

　では，B凹め同心の別住居先はどこか。．

与力拝領屋敷が大半であったが，なかには』

同格の同心拝領町屋敷に住んでいたものも

’例外的に見出迂る。’（図⑨参照）

　次に，住居関係からみて，大勢（約70．

％）を占めるA型同心の各拝領町屋敷Q具・

体的形態・．つまり・．武家である同心と町人

の住居が併存（武家地と旧地の併存）して

いた具体的形態はどんなであったか。

　最も意味のある右の問に対し，残念なが

ら答えられるよい資料が見出せない。

　次善のものとして，想定図であるが補助

図②を作成したのでtiれを参照されたい。・

　筆者の想定しているA型同心の1つの拝

領町屋敷（話をわかりやすくするため約

100坪ンのモデルケースを紹介してみよう。

100坪ξ）ISち同心は奥まったとこ6，，の約30

坪を自分の住居分とし，その余りの約70坪

を町人に貸していた。こめ70坪のうちに貸

長屋（9尺2間が主体）約7回分を建て，

表に面したところを商人1ん2戸に貸して

いた。（補助図②のうち，拡大図の同心大

久保ジ同心中山の拝領町屋敷：図を参照され

るとともに，「M　戸数関係」のうち同心

関係記述をも参照されたいb）

　因に，吉田東伍はr大日本地名辞書』’の

八丁堀のところで，与力・・同心の；居宅地に

つき，「与力の居宅地は大抵250坪にて，表

た門を構えて厳然たりしが，同心向は凡

100坪余にて・多くは表地面を商人二十与

し・自騨其の興居住せ、りEI　V）う・」と

の記述をしている。

　さて，同心拝領町屋敷に関し，以上述べ

たことを要約し，再度わかりやすくその面、

積を分類し，パーセントで示すと下記のよ

うな表が出来る。

　さらに，・八丁堀組屋敷：全域を武家地・町’

四壁1こ想定して作成したのが図⑩『八丁堀

．組屋敷内土地種別図』である。

　図⑩からも理解出来るように，同心拝領

町屋敷中の，同心住居部分たる武家地と町

人居住寸たる測地は併存というより，混在

同．・G・迂曲部分

mヲワ0％X3011ζ＝漁g　20％

試叡懲32。％
し同’紅鱒

ｬ満州ゴ・

@100％

C〔面積肉磯

－A型同’薪・三冠敷
@　　　　　　ワ・饗’

i試論旧地の1縮吻’
　　　　　　　　　　職@　　1’町人端居部分・3「7Q％　×ワ0％＝＝窓つ5ρ」老　「

B型向～轟雨漏「産敷30銘’．　・

i向’杯イ歪あ湿地）　　　く

町　地約80％
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していて，少面積の武家地が点在していた1

といった方が実態に近い表現ではないかと

思われるのである。

追記　本稿を書きおえてからジ与力谷村の’

屋敷図が発見された。．ζ：れを補助図②の裏’

面に掲載したので参照されたい。

X　拝領町屋藪内の町人

存在であって，八丁堀緯屋敷南部角地にあ

り，，三組同心大竹源蔵の拝領地中にあっ

た。この三三寺は八丁堀ゐ七不思議の1つ．

「寺毒って墓なし」の寺で，墓は浅草方面

に別にあうた。

　注「用金上納帳」r旧幕府引継書』（806函）

　　　　　匁戸数関係

　　「IX　同心の住居」のところで推定した

ように，同心拝領町屋敷の約80％の面積は’

町人の住んでいたところである。そこに住

む住民の大半は同心の建てていた貸長屋に

住んでいた人達である。

　さて，貸長屋に住む人が大半であるとは

いえ，吉田東雲も指摘してい6ように，『同

心は表通りに面していた地面を商人に賃貸

していたから，商人も相当数住んでいたこ

とになるbそめ数多くの商店の中には，ひ

とかどの商店も存在した。’例えば∫嘉永7

年（1854）御台場を作るために御用金を上
　　　　　　　　　　　　　（注）
納させられていた者，3人め記録が残っ七

・いる。その3人の名と上納金を記すと，

亀島町美濃屋富蔵　　　米問屋　130両

北島町　上総屋新兵衛　　質・両替　50両

岡崎町　伊勢屋太郎兵衛　質・両替　50両，

の如くである。これら3軒の商店は江戸中

で，中規模の下ぐらいにラン’クされる商店

であった。また，亀島町g）河岸地沿いたば

20軒以上の多くの米問屋があらたことで有

名であった。

　なお，拝領町屋敷の中で，角地opものは

道路に面している部分が多かったので，そ

この利用方法は貸長屋賃貸でなく，酉人な

どに賃貸されていた如くである。

　玉円寺は拝領町屋敷中にあっt5例外的な

　与力・同心の住居関係の締めぐくりに，

試論としセ各与力拝領屋敷：約300坪翻り，

また各同心拝領町屋敷約100坪（正確にい

うと約90坪であるが，ここでは計算のしゃ

すさから一100坪を採用）当り，何戸ぐらい

住んでいたかに触れてみたい。

　今までの記述においても，推定的要素が

加わって睡り，図においても，想定的要素

が加わっd，たカ㍉こ㊧戸難関係の記述は

一層推定的要素が加わることをご承知おき

願いたい。なぜ推定的になるか。その理由

は申すまでもなく，八丁堀組屋敷内戸数関

係の江戸期の資料がないことによる。従っ

て次善の策として，2次的資料，明治6年

，『東京府内料』（戸数資料5年）にある統計

を利用せざるを得ない。

　ここで，江戸期の戸数を知るためにr東

京府虚心』がどのくらいの資料的価値があ

るかが問題となる。こρ問題を詳しく検討

すると）’相当な紙数が必要であり，こζで

は簡単に八丁堀辺の東北方と西方にあった

町の具体的な江戸期の資料から，その価値

を推し量ってみたい。

　右上表の2地域4町の選定はこの2地域

の三々が　（1）八丁堀辺に比較的近い　（2）江

戸期と明治初期間が同一面積で対照しやす

いことによる。
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　文政11（1828）　　　i明治5（1872）

r文政町方書上』　　　‘ir東京府材料』

本所相生町・留i

　　　　　　’124戸i　　117戸
　　　　才歯数　　（100）　i　　手旨数　　（94）

　天保14（1843）　　　i明治5（1872）

r残響永久録公用留36』lr東京府志料』

南伝馬町1丁目　　　i
　　　　　　　・7・戸i・，、7、戸

　　　　　　　（100）　i’　（100）
　　　　（注2）　　　　1
南伝馬町2丁目　　　　i
　　　　　　・74戸i　、55戸
　　　　　　1（loo）　・1，　（sg）
　　　　　（注3）　・　1
松川町1，2丁目　　　i
　　　　　　　9・戸i■88戸
　　　　　　　（100）　i　（96）

表　1

　　旧与力拝領屋敷：

　’（明治6年町名）

北島町1丁目関係

　11　2　！！
岡崎町1丁目関係

亀島町1　　”

　11　2　1！

　　rft

（300坪当り戸数）

　　　約3．5

　　　約5．

　　　約3．7

　　　約3．6

　　　約3．
（5ケ所平均約3．8）

旧同心拝領町屋敷：

　（明治6年町名）」

北島町1丁目関係

　／！　2

岡崎町1

　1！　2

噛亀島町1

　〃　　2層

〃
〃
〃
〃
〃

勤
　
　
2
沿
8
’
4

戸
1
0
1
0
9
8
＆
8

り
当
約
約
約
約
約
約

坪ooσ

（6ケ所平均約9．2）

表・II

，上記4例だけでは不充分であるが，一

応，八丁堀辺の近辺に関してのr東京府志

料』掲載の戸数は文政・天保の平戸期のも

のと大差ないものである。江戸期の戸数を　，

指数で100とすれば，4つの三々の明治5

年の平均指数は約95と．なる。つ：まり，文

政・天保の戸数に対し，明治5年のr東京

府画料』の戸数は約5％減となっているだ

けであるカ・ら，江戸前の姿を相当に反映さ
　　　　　　　　　（注4）
せた数字であるといえよう。

　そこで，r東京府志料』八丁堀辺戸数にト

関する統計を図化すると，

　『明治5年八丁堀辺戸数図　其ノー』が

出来る。（図⑪参照）

　，さらに，この図を江戸期の旧与力拝領屋

敷と旧同心拝領町屋敷別に編集しなおす
　　　　　　　　　　　　　　　（注5）
と，r明治5年八丁堀辺戸数図　其ノニ』

（21頁）が出来る。『其ノニ』の結果を分り，

やすく表にすると表■のようになる。

　なおe．表H計算の資料となった明治5年

　の『東京府志料』の戸数は文政11（1824），

天保14（1843）の資料のものに比し，約5

％減少したものであったから，これを勘案

すると，「

　与力拝領屋敷：．　．300坪当り約3・8戸

　　　　　　　　　（100坪当り約1．3戸）

　同心拝領町屋敷：　100坪当り約9．6戸

乏いう戸数割合が，文政から幕末へかけて

の八画面組屋敷内，与力拝領屋敷，同心拝領

町屋敷の戸数割合の実態に近いものではな

いかと思うのである。但し，与力拝領屋敷

の戸数割合については，図⑪其ノニの図上

にある，江戸期の実数ををのまま生かした。

　さて，同心と多くの町人が住んでいた同

1心拝髄町屋敷と，武家だけが住んでいた与・

力拝領屋敷Qそれぞれの戸数割合を比較す

ると，’同心拝領町屋敷の戸数割合は極めて」

高いが，事実そのようであったと思われ

る。因に，近吾堂r日三橋南，京橋，，八丁

’堀，霊岸島迦絵図1”　ff永．7年』三内に書き
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入れがあるが，この書き入れば八丁堀辺以

外のことにほ触れず，特に八丁堀辺につい

てのみの注意書きがあり，

　「此図八丁堀辺は家居殊に繁く書尽しが

たし……」

とあるが如くである6

　八割堀辺の中央部に位置していた八丁堀

組屋掌中の同心拝領町屋敷部分（北島町，、

岡崎町，亀島町）はこの「家居殊に繁く」、

の概念に入る地域であったのである。

　このことに関して，特に図⑫を作成し準

ので参照されたい。この図を参照すること

によって・旧八丁堀緯屋敷を含めたノ＼丁堀

辺の戸数割合が，、いかに江戸期に高かった

か推定出来る。tt

lひるがえってみて，江戸期八丁堀辺の特

色の第一はそこに八丁堀組屋敷が存在して．

いたことであった。第二はそこの戸数割合

が八丁堀組屋敷も含めて高かったことであ，

る。　　　　　tt　　　　　　　　　　・　一＼

　ここで，嘉永頃の八丁堀組屋敷内戸数そ

のものを試算したので，それを紹介した
　　　（注6）
い。

『与力拝領屋敷（15，448坪）

　与力　　　　　　　　約

　同心　　　　　　　　　約

　医師、検：校　儒者　勾当

　南（書道）　など）　　’約

　　　　　　　　　・小計　約．

同心拝領町屋敷（17，302坪）

．
心
人

同
町

八丁堀組屋敷

　　50戸

　　60戸

手跡指

96戸．

206戸

約　140戸

　　　約1，520戸

小計　約1，660戸

合計約1，　866戸

　なお，重ねていう渉，八丁堀組屋敷内，

同心拝領町屋敷部分でめ，武家たる同心と

町人とが混在していた居住形態は，江戸で

も特殊な居住形態であった。

注

1　本所相生町1丁目　現在の墨田区両国2，

　丁目の一部

2　南伝馬町1，2丁目　現在の中央区京橋

　1，2丁目の一部
3．’ ｼ川町1，．2丁目　現在の中央区：京橋2

　丁目，宝町2丁目の一部』

4　r東京府志料』掲載の明治5年Q戸数は，

相川町1丁目のほかいくつかの町におい．

　て，文政期のものとの比較を試みると」全

　般的に若干少い場合が多かった。

5　旧与力拝領屋敷関係戸数算出はr嘉永7

　年払八丁堀辺之絵図近吾堂』ガ・らの読図

　による。

6　計算方法。与力拝領屋敷は注5参照。一

　方，同心拝領町屋敷の方eg　17，30？坪を100

　坪で除し，それに100戸当りの戸数9．6を乗・

　ずると1，660戸となる。ユ，660戸よりA型同

　心約140戸を差引くと，1，520戸の町人戸数：

　が得られる。』、

XII明治以降の変貌‘

　明治以降，現在まで，旧八丁堀組屋敷は

如何に変化したかを理解していただくため

に，特に図⑬を制作したので三二された

い。

　まず，明治10年頃までに，、旧八丁堀組屋

敷西語の道：路約3間幅のものが，西方へ何

回一方的に拡幅きれ，約7間の道路⑭

道路）となった。しかし，この変化は直・

接，旧八丁堀組屋敷へ変化を与えたもみで

はな搾った』直接，変化を与えた第一弾は

明治30年頃の市区改正によるものである。・

呉服橋方面から，東へ走る拡幅道路が，八・

丁堀辺北部の新設道路（⑬道路）として出

現し，旧八丁堀組屋敷北部は分断された。

　この変化によって，少くとも元禄から続

いていたと推定される与力・出挙よび，佐

久間の屋敷が消えてなくなってしまった。

　第二弾は大正12年の震災後め区画整理で
　　ト
あった。第二1弾は第一弾よりも遙かに強力，
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なもので，．旧八丁堀組屋敷は大きな変貌を

とげた。』

　第」弾を指数10で表わすとしよう6第ご

弾は指数で表わすとその10倍の100という

．大幅なものであった。’ ｭ力な第二弾ぽ旧‘八

丁堀組屋敷：全域に及ぶもので，その道路，

地割関係に大変革）S；加えた。．

　これら2回にわたる変革の結果，図⑬に’

みるような姿になり，現在に至るのであ

る。

、鵬1 茶ﾄで1時里離同心の子孫と・

鷲謝騨と働抑南
　明治9年，の記録『地主名鑑』（主井支庫

蔵〉を婆ると，，旧へ丁堀組屋票中の拝領屋

敷及び拝領町屋敷は旧与力1旧向心の約．，6

割の人達によって，その所有権が維持され

てい：たQ

　ただし，蒸餅領地に住んでいた旧与力，

旧同心は約4割で，，その余の約2割は所有

椎は持っていても旧八丁堀組屋敷外に住居

を移していた。・

　そめ縫の100年間，特に震災と第2次世

界木戦による火準のため，、住民ゐ変化は極

めて激し裕もの炉あった6．、

　だがプ旧同心cl）子孫がたった1人旧地に

止まって生活を続けているd、その旧同心の

子孫は菱田氏である。

．菱田氏の先祖は北組に属し，しかも宝永

卿麹駒説では元瀬〉よ桐rl日拝
領町屋敷、（旧岡崎翫地蔵橋通り）の「角

に住み続けている。

菱舐の旧時町騒は旧地灘卿セこ
毒して100坪のもQであったが7この逼り

喋懸の拡幅に秘し・電解を失ρてレ
まった。

　現在，菱田氏は洋品店を経営している

が，お聞きした話では寺は斧中大雄i寺であ

る。

　なおジ「；X　拝餌町屋敷内め町人」のと

とちで触れた，八丁堀組屋敷内の寺，玉円

．t 宸ﾍ震災後，北方約200メー．トルの地点た

移転し，現存していることを付記したい。

あ　と　が　き

　’r般的に解説とは文章に零るものである・

が灘都図で漉する鱗一琳であQ
と考える。　　　・．　　『　　　　　．

．．本稿ば，比較的大きい図3枚と，小さい・

図耳枚の多数を含んでいる。図9大半はオ

リジナリティがあり；それぞれ意味のある’

ものなので，読者にとれらの図を，’文章を

読むように時間をさいて読図していた曝け

れぽと肺ρ懸る，・1

　また，関係資料ぽ本図および補助國①②

の裏面に記載してあるめで，本稿理解の一

助にしていただき五い。

1なお・徽の制紙細述を若干省降し
たとdうもあるので，各位の御賢察を御願

いする次第である。

　．最後に，本図など作成に当bて直接間接

お世話になった下記の方がたに，’改めて深

い謝意を表したい。ただし，－藺違いめ責任

はすべて筆者たあることをおことわりして

』おく。

　井上修次北大名誉教授，南和男氏，三三

昌男馬周部醗氏1師橋右回吉原健，
一郎氏∴片倉比佐子氏，三井文庫各位，三

装画鰹位（跡ゆ，
　　（なかむら　しずお・中村地図研究所）
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